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滅
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す
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を
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滅
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史
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損
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誰
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す
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華
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蓉
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す
る
费
用
は
、價 

較
フ
千
私

«

の
敍
.

路
維
持
に
支
出
，す
る
費
用
よ

K

も
ニ
割
五
分
だ
け
多
い
。

換
言
す

1

ば
同 

::
:

-

«

格
^

對
し
亨
輛
；維

.

持
费
に
は

« 1
.

路
雜

#

費
の
；七

_

倍
を
投
じ

'

て
居
：る
。

斯
る
相
違
は

i l
l

,

が

^

よ
り
も

.
一

層
速
か

‘に
磨
滅
す

.
る
の

.事
情
に
も

'因
る
で
あ
ら
ラ
が
、而
も
兩
者
の

M

に
ニ 

ビ
七

.： v

の
相
違

t

^

f

 

^

 ̂

>
の
事 

實
に

#

す
る

」

ビ8
°

鐵
遛
經
營
上
に
於
て
保
守
的
だ
ど
評
せ
ら
れ
て
居
る
英
國
に
於
て
十

6
 

然
I

國

.に

於

滿

更

に

は

I

の
：傾

向

が

著

し

い

ど

云

ふ

0

何

れ

、に

し

て
I

新

は

全

然 

一I

以

外

の

事

情

I

づ
.く
も
の
：な

る

が

故

に

、此」

の

方

面

よ

ぅ

^

る
車
.輛

維

持

赀

は

全

然

運 

1

の

坍

減

ビ

關

係

は

な

い

。

l

y
 

I

上

福

び

萆

輛

維

I

の

半

額

は

恒

常

費

に

屬

す
.
.る
ひ
し
⑷
。 

.
 

,
.

. 

«

^

^

^

i

l

l

l

i

^

^

l

i

l

M

i

i

l

i

i

i

i

l

i

i

i

i

i

i

i

i

l

l

i

i

s

l

i

i

i

B

i

i

i

s

l

s

^

l

l

l

l

i

l

l

l

l

l

:

:

• 

:

»

.

 •

-

.

.

.

. 

.

.’
s

m

0
 

0

維
持

^
の
.：綠
粱
赀
中

.|:

.於
け
る
嘲
合

II
、ホ
0 

K

於ては二

. M
i 

.%■(r

國
符
十
年
^
ハ
二

丨
丄
ニ 

頁)

、
w
c
b
b
u
i
.
^
:

it
一.
八
*
七
.
ニ
%( 

o
p
- 

cit.p. 

9
0〕、

A
c
w
o
r
t
h
u

ふ
•れ
，It
i 

九
x
c
o
p
. 

a
t
. 

P* 

37)

Kipley 
は

之

/r
1
1
G
%€

M
^
し
て
居
る

(

。や 

o

r

p

^

)

o
 

^

op. cit. p
.

パ 9.; Knoopz

o.y.cit.'.p.. so.

:

:
,

:

■

(̂..Acvyortb : op 」cirp. 
3
00
ノ
 

.

.

.

S

 
衣 

pfr
y
: 

o
p
. 

c
i
r

p.‘53,

. 

. 

• 

:

,

.

.

.
 

' 
.

.

.

.

..

.

. 

丨：
v ■ 

ぃ
.

'

.

■ 

: 

. 

. 

■

:

.

- 

,

.

.

-

 

' 

:

:

:

.營

業

4§
中

の，
最

後
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る
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輸
運

縛
费

は
、
一

方
に
於
て
貨
客
を
得
、他
方
に
於
て
之
を

, :

::
連
送
す
る
に
耍

T

る
*

用
、換
言
ず

^

ば
營
業
收
：，入
を
得
る
爲
め
に
要
す
る
費
用
で
あ
つ

て
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,

,.
の

中

、
燃
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「

錢
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車

乘
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營
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；
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右
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滿
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す
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し

て

右
の
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加
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の
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云
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⑶
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た
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ら
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殘
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所

は
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部
分
た
：る
固
定
费

;̂
就
て
の
硏
究
で
あ
る

6 

3
て
固
宠
费
と
は

 

鐵
道
が
鐵
道
と
し
て
攀
顧
す
る
限
り
は
營
業
を
岔
す
ご
否
ど
に
拘
ら
ず
常
に
掛
り
來
る
沂
の

 

&

JT
-
を
云
ひ
、建
設
資
本
の

i償
却
金
、社
債
そ
の
他
の
借
入
金
に
對
す
る
利
子
、®
物
及
び
線
路
取

 

■

;
_
等
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の
«

俏
米
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缉

 

租
稅
等
は
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主
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2

る
部
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に
し
て
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を
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は

建

設

，衣

び

改

提

0
;爲
.め
：に、換
言
す
れ
ば
現
存
の
設
備
を
整
へ
る
爲
め

R

要
し
た
 

る
資
金
ょ

&

生
.ず
.る
.费
：用

.で

&

る
八
：旣
に
營
樂
の
有
無
に
拘
ら
中
生
今
る
所
の

も
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で

あ

り
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を
の
多
く
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現
存
設
備
を
避
へ
る
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め
に
要
し
た
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も
の
ょ
り
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ず
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も
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な
り
ビ
せ
ば
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&
舞
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存
設
備
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許
す
筛
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於
そ
は
、而
し
て
營
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於
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K

な
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き
娘
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*
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恒
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な
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篯
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す
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よ
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營
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す
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'
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す
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ら
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た
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定
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し
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。
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を

占

む

る

も

の

ビ

.し

て

計

算

す

る

？

き 

は

全

經

费

の

六

.割
'
七—

分

即

ち
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.
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礎
せ
る

.鐡

：道

一

あ

つ

て«

勸
.務

哄

給

量

：に 

伸

縮

力

小

な
.る

が

爲

め

に3
、

收

權

遞

掛

よ
.办

收
.歡

遞

滅
1;1

轉
す
る
の
容
易
な
る
事 

す

る

，こ

ど

は
、兩

考

の

.間

に

於

け

：る

著

し

い

相

違

で

あ

、る
。
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は
此
の

一

段

I-
述
ベ
れ
所
は

Kcloopvop. cit. 

p
 VI

I
I

か
ら
得

r:
所
が
少
く

^

い
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鐡

道

經

费

の

四

分

の

：一
乃
.至
，.半

額

，が
營
；業

0
有
無
に
拘
ら

'す
、全

經

费

の

三

分

‘の
一

『 

分

の

三

が

輸

送

量

の

僧

減

' に
關
係
な
く
し
て

(

生
す
る
恒
常
費
に
屬
し
、所
謂
收
權
遞
增

 

の
適

■

せ

ら

る

、

も
の
.な

る

の

事

實
よ

'
り

じ
.て
、鐡
道
經
營
漭
の
得
べ
き
敎
訓
は
至
つ

 

で
あ
る
。
輸
送
最
の
堺
加
を

,^
り
从
て
現
存
設

.備
の
利
用
を
充
夯
な
ら
し
め
‘よ
ど
い

ぉ
ち
：显
れ

:
鐵
遒

0

運
轍
._政策
遽

 

の
最
大
部
分
は
實
に
此
の
點
か
ら
割
り
出

 

0:
;
.で
あ
る

.。

■

運
賃
收
入
が
以
て
全
體
の
經
費
を
償
ふ
に
足

&
ず
と
す
る
も
、

10
も

§
.
業
ず
る

ふ， て の 乃

栗
四 

法
則 

明
，
© 

乙

と

さ

れ

る

が

爲
め

に

特

に
度
接
に
要
す
る
费

.用
以
上
に
幾
分
な
ぅ

ビ

も
餘
剩
を
生
ず
る
場
合
に
は
、を
の
程
度

^

け
は
、
 

假
令
休
藥
し
て
も
掛
ぅ

.來
る

—

恒
常
費

0,
パ
1
部
を
償

_
;ひ
以
て
損
央
を
少

.く
し

#.
る
が
故
に
、鐵
道 

は
休
業

.す
る
ょ
ト
も
營
業
を
繼
，

_
,せ

む

ぐ

：と

を

喜

ぶ

。
' 
缺
.損

續

き

の
'鐵
道
も
依
然
を
の
經
營

. 

を
續
け
る
：の
は
斯
る
所
：が
ら
來
る
。：

.：鐵
遒
の
線

.路
や
建
物
は
使
用
の
有
無

「

に
拘
ら
ず
或
る
程 

度
ま
で
は
腐
朽
す
る
、車
輛
は
使
用
の
有
無
多
少
に
拘
ら
中

E

新
の
時
期

^

逍

0

て
來
る
、故
に 

運

®

を

：行

ふ

が

爲

め

，に

：特

に

ハ

必

恶

な

る

费
用
以
上
に
少
し

S

公
'匕
も
.餘
剩
あ
る
場
合
に

は

、

運 

輸
名
取
扱
つ
て
以
て
斯
る
必
然
的
な
る

.M-
常
；费
の

'
幾
分
な

b
 

S
も
償
ふ
を
以
て
利
あ
ぅ
ど
す 

る
。

:
乙
れ
運

#

量
を
垴
加
：せ
し
め
む
が
爲
め
に
、槐

‘々

の
獎
勵
策
例
-へ
ば
普
通
旅
客
輸
送
の
問

.

.

.

.

. 
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.

.

.

.

.
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-
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-
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散

^

る
時
に

5

の
團
，體

0

引
を
；
行
' ふ
'が
如
き
手
段
を
採
る
所
以
で
あ
气

:
車
輛
の
積
■敬
力 

ic
は
，重

量

容

積

共

に
.
限
度
が
あ

P

而
も
そ
れ
は
小
さ
き
車

«-
ほ
ど
声
重
の
割
合
が
多
い
の
で
、
 

車
_

の
磨

.減
は
：積
嚷
量
に
ょ

.ら
す
し
て
寧
ろ
走
行
哩
數

R

J:
b

㈣
す
る
。，，故
に
積
載
能
力
を
充 

;分
：に

.利
用
す
る
ほ
ど
有
利
ビ

«
.る
。
.:
大

P

の
食
物
、大
な
る
團
：體
旅
客
、又
は
®
載
の
可
能
な
る

|

般
貨
：物
等
に
對
し
て
特
に
低
率
の
運
賃

.を
課
し
鶴
る
の
：は
之
に
基
づ
く
。
述
轉
に
要
す
る

.

,
■
:

-

」

、

,

)

.
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, 

.

*

用
.は
決
し
て
距
離
：に
比

.
‘例
'
せ
：す

し

て

遠

距

離

ほ

ど

，比

較

的

に

僅

少

'の：廣
用
を
以
て
足
り
る
。
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に
存
ず
る
？

旣

に

T
:

方
，向
化

：

向

0

て
' 
列
^
を

I 

•

動

か

し

た

る

以

上

は

假

命

積

荷

な

く

,'
、し

も

反

對

の

方

向

に

向

づ

て

空

車

ビ

レ

て

廻

送

す

る

の 

必
耍
，が
あ
ぅ
而
し
て
之
が
爲
：め
に
は
滿
栽
列
苹
の
；場
合
に

.

.此
し
て
左
'程
に
劣
ら
ぬ
費
用
を
要

 

す
る
、故

K

此
の
廻
送

^

M
に

»

荷

.を
収
る
が
爲
め
に
特
に
追
加
的
に
嬰
す
る
費

.用
以
上
に

_ 

か
な

.

cv V」

も
餘
剩
を
生

'じ
得
べ
き
場
合
に
は
假
，令
低
賃
で
も
積
荷
を
取
る
を
利
益
ビ
す
る
。

 

こ
れ
輸
绘
缉
が

'往
.復
；

：

平
均
べ
せ
：ざ

る

は

荷

」

を
，

る

爲

め

に

特

に

低

廉

な

る

®

率

を

制 

定
す
る
所
以
で
あ
る
。

;.
:
從
來
の
述
輸
量
の
ニ

.
部
を
減
ず
る
と
き
は
收
入
に
多
大
の
減
少
を
來

 

し

而

も

恣

が

爲

め

に

節

約

、し

得

る

#

用
は
之
に
比
敵
し
な
い
、從
來
以
上
に
運
®
量
を
增
せ
ば

 

僅
か
の
擎
用
增
加
を
以
で
を
れ
以
上
の
收

A

を

*

加
せ
し
め
得
る
。
貨
容
の

#

奪
又
は

#

持
.
 

.を
；自
的
と
す
る
競

#

:の
行
は
る
、
の
も
、特
定
賃
率
を
制
定
し
て
特
定

«

客
の
出
廻

6

を
獎

'1 

す
る

: 0

も
、米
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て
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i
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r
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n
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な
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も
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3
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、版
路
の
璐
張
镣
に
助
力
す
る
が
如

&

間
接
に

1

,て

而

も

根

本

的

な

る

宇

段

を

採

る

の

も

、皆 

を
め
基

o

x

r
は

1

用
の
有
す
る
斯
る
性
質
に
在
つ
て
存
す
る
の
で
あ
る
。

/

•

:•
■:リ
ベ

.

:
リ
.
1.'い
 

.

(

十、四、十

〕

ニ P
r
o
f
e
s
s
o
r

 

A
l
f
r
e
d

 

M
a
r
s
h
a
l
l

 

o
n

 

T
h
e

 

R
e
l
a
t
i
o
n

 

b
e
t
w
e
e
n

 

E
c
o
n
o
m
i
c

R
e
n
t

 

a
n
d

 

t
h
e

 

M
a
r
g
i
n
a
l

 

E
X
PrD
n
srD
s o

f

 

p
r
o
d
u
c
t
i
o
n
、

:
'
. 

.

.

.

.

.

. 

:
. 

\
n
.

.
'

.

D
'

 

F
. 

E
i
u
c
h
a
n
p

In 

the 

M
a
r
c
h

 

o
^
. 

M 

^
o
i
o
a 

?
 

w
o
a 

o
p
p
o

.̂np-theories 

of 

the 

relation 

b
e
t
w
e
e
n

 

t
h
e
e
c
o
n
o
m
i
c

 

rent 

of larfd. 

a
n
d

 

t
h
e
d
H
c
e

 

ojf the 

c
o
m
m
o
d
i
t
y

 

J
D
S
d
u
c
e
d

 

c
^
o
n it. 

I 

c
a
m
e

 

to 

^
 

-and 

To-
v
o'
n
s
 

w
e
r
e

 

correct,. consider

B--q 

th

o'p
r
o
b
l
e
m
s

 

with 

w
m
c
h
.
t
h
e
y

 

dealt;

g?their 

s
s
w
e
r
s
.

 

T
H
s
:

 tends 

to 

give a com
p
l
e
t
e

 

the o
r
v

 

of this 

'
 relationship 

which, 

m
a
y

cr
e stated 

as 

f
o
l
l
o
w
s
:
-

:
: 

' 

•

.

.

(

M
.
.

) 

：

^

s

t

:

o

f
 

l
a
n
d
/
f
o
r
:

 a

 .
g
-
i
n
e
r
a
l
.

 

'
o
scp
, 

s
u
c
h

 

a
s

 

i
h
c

 

p
r
o

 d
u
c
t
i
o
n
.
o
f
.

 

s T
a
w
.

 

m
a
t
e
r
i
a
l
,

-
o
r 
へへ a

g
r
i
c
u
l
t
u
r
a
l

 

p
ro.
d
u
c
e
.
s

 

d
o
e
s

 

n
o
t

 

i
n
f
l
u
e
n
c
e

 

ttT
-
e p

n
c
e
.
o
f
"

 

t
h
a
t

 .
.
.
c
o
m
I
n
o
d
i
t
y
”
.
.
r
e
l
a
t
i
v
e
l
v

 

t
o
.

 

o
t
h
e
r
s
,

 

i
f

 

t
h
e
r
e
'
i
s

 

n
G
.

 

c
o
r
n
'
o
e
t

a:
rQ
.
u
sn>
O'
J
.
-
S-
O-
p

yo,
.
'
'

(

A

::
.
, 

1
く

&

:0
ニ
リ
：
1
^
. 

f
,o
r
:
a 

p
a
r
t
i
c
u
l
a
r
.
,

 u
a
e
,
: s

u
c
h

 

a
s

 

I
J
l
e
'
^
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 

o
f

 

O
O
H
P o

r
.
c
o
t
t
o
»
d
o
e
s

.
 i

o
f
l
a
e
n
c
e
. the.. tDrice... o

f

 

t
h
a
t

 

O
O
H
P
I

 

■
 

v5 

0

0

3

^

^

0

^

 

u
s
e
r
.
f
c
r
'
t
h
e

 

i
a
.
m
e

 

l
a
n
d
，

..IJmade 

o
n
e further ..statement, 

dealing 

with 

a..minor 

p
h
ase 

ofV the 

subjects wliich 

mis*ht: 

b
e

 included- 

as 

a

 

third 

part 

of tne 

the o
r
v

 

a
n
d

 stated 

as 

f

o'llows-: 

\

r
s
-

〕

 

I
n
.

 

c
a
s
e

 

a

 
:
p
i
e
c

rt
>
.
o
f 

l
a
n
d
;

 Is. 

snr
n'
c
l
a
l
h
y
.

 

f
i
t
t
e
d

 

b
y
,

 

p
a
t
u
r
fl
>
-
-
.

 f
o
r

 .
t
h
e
.
,

 p
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 

o
£

 

s
o
m
e
.
.
o
.
n
e
:
‘
o
a
r
t

o,
U
I
p>-
l;

.

 

c
o
I
I
i
m
o
d
i
t
v
,

 

s
o

 

l
.
r
v
 

.
i
r w

i
l
l
,

 p
r
o
d
u
c
e
、
t
h
d
t
-

 

c
o
M
r
i
m
o
d
i
t
y
.

 

r
e
g
a
r
d
l
e
s
s

 .
o
f

 •
t
h
e
.
—p
r
i
c
e

 

p
t w

.
k
i
c
h
.

 

it., m
a
y

 

b
e

{f
l
o
li^
5
p
otrr

e
n
t

 

a
s

 

it. 

e
a
r
n
s

 

e

pt/
)

"

o
B'
g
c
o
p
o
c

 

•
 

U
*t
3
0

p 

t
h
e

 

p
r
i
c
e

 

o
f

 

t
ho>o

o
m
m
o
d
i
w

*:
 ̂

, 

,

ひ
日ce 

this 

third 

plina.pie 

w
a
s

 

stated 

only 

incidentally, 

a
n
d
i
n
a

 

foot:.6te

'*o
a
g
e

 

116) 

it 

s
e
e
m
s

 

de- 

slrable'to. 
一
 elucidate 

.a 

little, .here. 

This .prindDie, .1. 

malntained

'-a.p.pHes to. non-land 

ap"ents' a
n
d

 

land 

alike...

,
 ..It .seems 

to. 
m
e
.
 t

h
a
t
.
^
a
w
s
h
a
n
^
t
r
e
a
t
m
e
n
t

 

.
O
f
.
t
h
e
r
.
r
e
l
a
t
i
o
p

cr
ft
t
w
eo-
K
.
:

 thcTe.ward'

:Qf:. abilities, woeci*

,

第
十
五
港

c.

六六二

.
 > 

_

'-
m:..,

.

 

.

 

. 

:

山ハ九

-


